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関
川
け
さ
子
区
議
と
党
区
議
団
は
４
月

11
日
、
区
長･

教
育
長
あ
て
に
小
中
学
校

の
給
食
無
償
化
を
２
０
２
３
年
度
の
４
月

分
か
ら
実
施
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。
財
源
と
し
て
国
か
ら
新
た
に
交
付
さ

れ
る
約
３
億
円
が
給
食
無
償
化
の
財
源
に

充
当
で
き
る
こ
と
を
伝
え
、
区
の
独
自
財

源
は
約
４
億
円
で
済
む
財
源
対
策
に
つ
い

て
も
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

国
の
新
た
な
交
付
金
に
つ
い
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
の
使
い
方
に
つ
い
て
内
閣

府
は
「
物
価
高
騰
に
よ
る
小
中
学
生
の
保

護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
小
中
学

校
等
に
お
け
る
学
校
給
食
費
等
の
支
援
」

と
文
書
で
明
確
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

【区
長
へ
の
申
し
入
れ
事
項
】(

全
文
は
党
区
議
団
Ｈ
Ｐ
で) 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る
等
で
、
小
中
学
校
の

学
校
給
食
費
は
２
０
２
３
年
度
４
月
分
か
ら
無

償
化
す
る
こ
と 

②
都
に
対
し
小
中
学
校
等
の
学
校
給
食
無
償
化
や

区
独
自
で
の
無
償
化
へ
補
助
を
求
め
る
こ
と
。 

③
都
に
都
内
私
立
小
中
学
校
等
で
の
給
食
や
昼
食

費
用
の
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
補
助
を
す

る
よ
う
求
め
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内
閣
府
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
体
に
よ

る
小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
は
「
保
護
者
の
負

担
軽
減
」
に
あ
た
る
と
の
回
答
も
対
応
し
た
佐

藤
正
子
副
区
長
に
伝
え
ま
し
た
。
同
副
区
長
は

「
区
長
に
伝
え
る
」
と
対
応
し
ま
し
た
。 

 

自
公
な
ど
が
条
例
提
案
を
否
決 

 

給
食
無
償
化
は
２
３
区
中
８
区
で
既
に
実

施
さ
れ
、
５
区
で
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一

方
、
文
京
区
で
は
区
長
が
「
多
額
の
お
金
が
か

か
る
」
と
拒
否
。
党
文
京
区
議
団
が
提
案
し
た

給
食
無
償
化
条
例
と
給
食
無
償
化
に
必
要
と

な
る
年
７
億
円
を
含
む
予
算
修
正
提
案
は
自

民
・
公
明
・
国
民
民
主
・
市
民
等
が
反
対
し
切

り
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 


